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エストニア・デジタルガバメント研修の概要

Â研修日程：2019年1月28日（月）～2月1日（金）（5日間）

Â場所：エストニア共和国タリン市

Â研修の目的：エストニアのデジタルガバメントの実践を体系的に理解し、日本の取り組みの参考とするため

Â研修先：e-Governance Academy (eGA)

¸ 団体

- エストニア政府、国連開発計画（UNDP）、オープンソサエティ財団（OSF）が

2002年に共同設立した非営利のシンクタンク兼コンサルティング組織

¸ 主要事業

- デジタルガバメントに関する研修トレーニングおよびコンサルティング

¸ メンバー

- Arvo Ott （元政府CIO, 1993-2006）

- Hannes Astok （元国会議員、元大統領ITアドバイザー）

- Liia Hänni （元大臣（改革担当）、元国会議員）

- その他、デジタルガバメント各分野の専門家等、約30名で構成

¸ 主なクライアント

- 各国政府関係者を中心に、4,000人以上に研修を実施

- これまでに90ヵ国以上でデジタルガバメント関連事業に従事

例：欧州（スイス、ウクライナ、デンマーク、フランス等）、米州（アメリカ、ブラジル、パラグアイ等）

アジア太平洋（タジキスタン、ミャンマー、インド等）、アフリカ（ナミビア、アルジェリア、南アフリカ等）

eGAとMURCは昨年10月に覚書を締結
（左）MURC 村林代表取締役 （右）eGA Hannes副代表

Arvo Ott 氏 Hannes Astok 氏 Liia Hänni 氏

（出所）eGAホームページ
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エストニア・デジタルガバメント研修の概要（続）

日時 内容

1月28日（月）（午前） ¸ エストニアのデジタル化の歴史・背景に関する講義（eGAシニアエキスパートLiia Hänni氏）
¸ 情報化社会における法的枠組みに関する講義（タリン工科大学Katrin Merike Nyman-Metcalf 氏）

（午後） ¸ デジタル行政手続き（デジタルID・デジタル署名等）の仕組みに関する講義（eGAプログラムディレクターAnnela Kiirats氏）

¸ 公共セクターにおけるICT・データのアーキテクチャ、インターオペラビリティの枠組みに関する講義（eGA代表 Arvo Ott氏）

1月29日（火）（午前） ¸ デジタル行政サービスのケーススタディ・デモ（eGAプログラムディレクターAnnela Kiirats氏）

（午後） ¸ 在エストニア日本大使館との面談
¸ エストニアにおけるサイバー・セキュリティに関する講義（法務省Markko Künnapu氏）
¸ 政府内の意思決定に関わるデジタルツール（e-Cabinet・e-Consultation）の説明（Government Office訪問）

1月30日（水）（午前） ¸ 法人情報データベースe-Business Register、司法関連データ管理システムe-Fileの説明 （Centre for Registers and 

Information Systems訪問）
¸ E-Policeの説明 （総務省IT and Development Centre 訪問）

（午後） ¸ 医療データに関する講義（医師・OoNiDa Foundation理事 Madis Tiik氏）

1月31日（木）（午前） ¸ デジタルソリューション企業との面談（Datel社訪問）
¸ デジタルデモクラシーにおける透明性の確保・市民参加に関する講義（eGAシニアエキスパートLiia Hänni氏）

（午後） ¸ ソーシャルインクルージョンの事例として障害者雇用支援に関する説明（Estonian Unemployment Insurance Fund 訪問）
¸ インターネット上のいじめに関する講義（サイバー警察Maarja Punak氏とのテレビ会議）

2月1日（金） （午前） ¸ 大学におけるイノベーション・インキュベータ機能に関する説明（タリン工科大学イノベーション&ビジネスセンター訪問）

Â研修受講者：アスコエパートナーズ株式会社、国立研究開発法人産業技術総合研究所、日本経済新聞社、

三菱UFJリサーチ&コンサルティング株式会社

Âスケジュール：
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1日目のハイライト

電子IDと電子署名に関する講義・デモ

X-Road・インタ̍オペラビリティについての講義

Âポイント

¸ 電子ID により、電子行政サービスの利用や電子署名が可能

IDカードの普及率97%、現在モバイルID化が進行中

¸ IDカードは保険証や免許証としても機能

¸ 電子署名により、労働者1人当たり年間約1週間分の時間を削減

¸ PINコードにより認証や電子署名を実施、生体認証よりも安全との認識

Âポイント

¸ X-Roadにより、転居の際には個人ポータル上で住所変更を登録すれば、

銀行、公共料金などへの住所変更届けは不要

¸ 誰がいつ何の目的で個人情報にアクセス（しようと）したかは全てログ記録

¸ X-Roadの活用には当局承認が必要。データ取得申請の90%は自動承認、

10%程度は当局が個別判断

eGA Programme Director 
Annela Kiirats 氏

eGA Executive Director
Arvo Ott 氏

（出所）eGA講義資料およびeGA広報
https://www.facebook.com/eGovAcademy/

（出所）eGA講義資料

https://www.facebook.com/eGovAcademy/
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2日目のハイライト

市民向けデジタル行政サービスのケーススタディ・デモ

Government Office訪問（内閣官房に相当する機関）

Âポイント

¸ ポータルサイトEESTI.EEからは、自分自身の登録情報が閲覧できるほか、

ライフイベントに応じたデジタル行政サービス手続きにアクセス可能

例：e-teenindus：出産手当、家族手当等の申請用サイト

e-Tax Board/e-Customs：税金関連手続き用サイト（確定申告、還付申請等）

¸ 今後の課題は、サービスのシームレス化

例：出生届を提出すれば、出生手当、家族手当等が自動給付される仕組み

Â内容

¸ 首相執務室や閣議ホールの視察、政策決定を支援するデジタルツールの説明

Âポイント

¸ e-Cabinetは、閣僚が毎週の閣議資料をオンラインで閲覧できるシステムで、

2000年から導入。閣議の時間が導入以前の4～5時間から30～90分に短縮

¸ e-Consultationは、法案作成の際の省庁間の協働、法案に対するパブリック

コメントの募集、国会への法案提出に使われるシステム

電子行政サービスポータルサイトEESTI.EE

閣議ホールの視察

Head of Government Office
Aivar Rahno氏

（出所）Republic of Estonia 

Government Office

eGA Programme Director 
Annela Kiirats 氏
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3日目のハイライト

Centre for Registers and Information Systems（法務省内の組織）視察

IT and Development Centre（総務省内の組織）視察

Â内容

¸ e-Business Register（電子法人登記システム）とe-File（司法情報システム）の講義・デモ

¸ e-Residencyを利用したオンライン企業登録についての説明

Âポイント

¸ e-Business Registerに登録された情報はオープンデータとして公開（一部有料）

¸ 今後、フィンランドの同システムと統合予定

¸ e-Resident数は2018年現在47,000以上にのぼり、うち企業登録は5,000社以上に至る。税

収増に寄与する企業を増やすことが今後の課題

Â内容

¸ 警察および入国管理局で利用されるICTサービスについて講義・デモ

Âポイント

¸ 司法データベースから、不審者の犯罪関連情報をパトロール中にリアルタイムで確認可能

例：過去の犯罪履歴、免許や労働許可の取得有無

¸ タブレット上で市内の事件・事故や対処状況のリアルタイムマップが利用可能

¸ マニュアルや研修をしなくても利用できるよう、直観的なデザインを徹底

Head of e-File Division / Head of Title Book Unit 
Tatjana Matjas / Piret Saartee 氏

Project Manager & Scrum Master
Imre Kollo 氏
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3日目・4日目のハイライト

e-Health 

Â内容

¸ e-Health （健康・医療情報および処方箋データの電子管理および共有の枠組

み）の仕組みやデータ所有権に関する講義・デモ

Âポイント

¸ プライバシー保護を目的として、共有したくない情報の指定及び自分の医療

データにアクセスした機関・人物の特定が可能（例：ゲノム情報）

¸ 未成年の子どものデータに関しては、親が自分のポータル上で管理

¸ フィンランドと健康・医療データ共有を開始

¸ 一元的に個人の健康・医療データを管理する国際的枠組みとして、IHAN

（International Health Account Number）構想を提示

¸ 健康・医療データをAIで解析し、生活習慣や治療に関する個人別アドバイスを

提供するインフラ整備が次のステップ

個人ポータルMy e-Health の画面

e-Health expert / Physician 
Madis Tiik 氏

【ポータル上のサービスの抜粋】
¸ 医療データの閲覧

- 予防接種
- 歯科
- 健康診断（画像含む）
- 治療歴 など

¸ 処方箋
¸ 医師の紹介状
¸ 通知

- 予防接種
- 定期健診 など

Unemployment Fund 視察

Â内容

¸ ソーシャルインクルージョンの一例として、失業者（うち1/3は障害者）の就業支援を行う

失業基金（日本のハローワークに相当する機関）の取り組みを視察

Âポイント

¸ ICT研修を提供（失業者の約1/3がITスキル不足を最大の問題と認識）

¸ 障害者の方々でも利用しやすいポータルサイトを用意

例：音声読み上げサービスや手話動画による対応、文字サイズ・色彩の個別調整など

Member of the Board
Pille Liimal 氏

（出所）eGA講義資料
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4日目のハイライト

デジタルデモクラシー

Âポイント

¸ デジタルデバイド対策を兼ね、10万人規模（人口の1割弱に相当）の2日間ICT研修を全国で

2度実施（2002年及び2009-2010年）

¸ 2005年よりインターネット投票を導入。利用者は年々増加しており、2017年の地方選挙では

投票者の32%がオンラインで投票、128か国から投票あり

¸ 2012年の政治献金にまつわるスキャンダルを機に、透明性、説明責任を求める市民の声が

高まり、2016年には情報公開のためのポータルサイトOpen Data Portalを開設

¸ 同じく2016年、市民の声を政治に反映させることを目的に、クラウドソーシング形式のポータ

ルサイトCitizen Initiative Portal（rahvaalgatus.ee）を開設

元Minister of ReformsのLiia Hänni氏

eGA Senior Expert 
Liia Hänni氏

オンライン投票利用者数の変化（2005~2017年）

市民参加のためのポータルサイトrahvaalgatus.ee

サイトから市民は自らの提

案を国会に提出することが

できる（提出には1,000人分

の電子署名が必要）。サイ

ト上で提出された提案が法

案になる過程を追跡するこ

とも可能

（出所）eGA講義資料
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5日目のハイライト

タリン工科大学（TalTech）のイノベーション&ビジネスセンターMektory視察

（参考）研修オプション

Âポイント

¸ 近年デジタルガバメント分野の高度人材育成に注力、e-Governance Technologies and Services、

Cyber Security、Public Sector Innovation and e-Governance等の修士プログラムを提供

¸ 産学連携及び起業支援に注力、隣接するスタートアップ支援施設Science Park Technopolに入居する

企業との共創を推進

¸ フィンランドのアールト大学、米国スタンフォード大学をはじめとする40の海外の大学と提携

日本の東大・京大・名古屋大・会津大・早大とも共同研究を実施

¸ トヨタ・三菱自動車・富士通等と連携、自動走行車等のスマートテクノロジー分野で共同研究を実施

¸ 国会議事堂視察

¸ 中央官庁（経済通信省、財務省等）視察

¸ State Information System Authority（X-Roadの管轄当局）視察

¸ Data Protection Inspectorate視察

¸ Tax and Customs Board視察

¸ 地方自治体職員による地方におけるICT活用に関する講義

¸ スマートシティ視察（タリン市、タルトゥ市Smart City Lab）

Business Cooperation Coordinator
Krister Kalda氏

世界遺産 タリン旧市街国会議事堂Riigikogu

（出所）Riigikogu Photo Archive Author: Erik Peinar （出所）タリン観光局
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研修参加者の方々からのコメント

Â「eGAの一週間の研修プログラムは有用で、示唆に富むものでした。エストニアのデジタルガバメントの全体像や個別取り組みだけでなく、

それが実生活でどう使われているかのイメージが掴めました。特に、様々な機関を訪問し、デジタルガバメントの運営や設計に実際に関

わってきた経験豊富な実務家から話を聞ける機会は、非常に貴重でした。また医師から元大臣まで、プログラム講師の方々はみな、時に

は批判的なものも含め、どんな質問や議論にもオープンでした。」

Â「体系的なプログラムとeGAスタッフの方々のホスピタリティが印象に残った。また、様々なデジタルサービスの実際の利用者から直接意見

を聞く機会は貴重だった。プログラムを通じて、エストニアの電子行政の取り組みの良い部分と、まだ改善余地のある部分の両方について

学ぶことができた。」

Â「eGAの講義を通じて、デジタルガバメントの基本構造や特徴について学ぶことができた。内閣官房やタリン工科大学など関連機関の視察

はとりわけ興味深く、講義で聞いた内容をさらに深く理解するのに役立った。」

Â「エストニアのデジタルガバメント取組みは、「政府の電子化」が目標ではなく、ソ連崩壊後の国家生存戦略として、非常に冷静かつ物理的

な判断に基づいていることがわかった。すなわち、小国として独立したばかりの限られた財源の中で、地方にも在住する国民に対し、均質

の行政サービスをどのように届けるかという課題、さらに、独立国家として新産業確立必須という課題の解決を目標としており、現在も先端

事例をさらに革新し続けている..

また、eGAは、エストニアデジタルガバメント事例をショウケース的に聞く空間であった。実際の事例としては、個人的な所感であるが、日本

のデジタルガバメントの取組みも決してエストニアに引けを取らないと感じた。ただし、エストニアから学べる点として、そのようなデジガバ事

例をどのように発信するか、というデザイン思想があると良いと思う。」
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エストニア・デジタルガバメント研修のご提案

今般の研修結果を踏まえ、本邦関係者のニーズを反映したデジタルガバメント研修をeGAとの連携により企画致します。

¸ 日程：2019年4月15日（月）～19日（金）（14日（日）現地集合・20日（土）現地解散）

¸ 場所：エストニア国タリン市e-Governance Academy

¸ 言語：英語（通訳はつきません）

¸ 費用：参加人数・研修内容により受講費等を決定します（渡航費・宿泊費・保険料等は別途各自でご負担下さい）

¸ 人数：30～40名

¸ 申し込み方法：別途正式にご案内予定

スケジュール（案）

4月15日（月） ¸ エストニアの変革の歴史に関する講義（eGA講師）
¸ 情報化社会における法的枠組みに関する講義（タリン工科大学教授）
¸ デジタル行政手続き（デジタルID・デジタル署名等）の仕組みに関する講義（eGA講師）
¸ 公共セクターにおけるICT・データのアーキテクチャ、インターオペラビリティの枠組みに関する講義（eGA講師）

4月16日（火） ¸ デジタル行政サービスのケーススタディ・デモ（eGA講師）
¸ サイバー・セキュリティに関する講義（法務省職員）
¸ Government Office訪問

4月17日（水） ¸ Centre for Registers and Information Systems訪問
¸ 総務省IT and Development Centre 訪問
¸ ワークショップ（双方向の情報共有・ディスカッション）

4月18日（木） ¸ 民主主義社会における意思決定の透明性の確保や市民参加に関する講義（eGA講師）
¸ 医療データに関する講義（e-Health専門家）

4月19日（金） ¸ タリン工科大学訪問
¸ ワークショップ（双方向の情報共有・ディスカッション）

β参加者のニーズに応じ一部内容を変更します
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ご利用に際して

Â本資料は、信頼できると思われる各種データに基づいて作成されていますが、当社はその正確性、完全性を保証するものではありません

Âまた、本資料は、講演者の見解に基づき作成されたものであり、当社の統一的な見解を示すものではありません

Â本資料に基づくお客様の決定、行為、及びその結果について、当社は一切の責任を負いません。ご利用にあたっては、お客様ご自身でご判断ください
ますようお願い申し上げます

Â本資料は、著作物であり、著作権法に基づき保護されています。著作権法の定めに従い、引用する際は、必ず、出所：三菱UFJリサーチ&コンサルティ
ングと明記してください

Â本資料の全文または一部を転載・複製する際は著作権者の許諾が必要ですので、当社までご連絡下さい


